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１．はじめに 

現在，騒音解析結果を表現する場合，主にヒートマップ，コンター等で表している（図-1）．一般的に騒音

の大きさはデシベル（dB）という単位で表され，工事現場等で騒音計を見かけることがあるが，音の感じ方に

は個人差があり，非専門家が騒音レベルから音の大きさを判断するのは難しい．一方，国土交通省では，建設

生産・管理システムの効率化を図る 1)手法である BIM/CIM（Building/Construction Information Modeling, 

Management）が進められている．しかし，BIM/CIM の取り組みは現在「見える化」に留まっており，その他

の BIM/CIM の利活用方法を模索中である． 

そこで，BIM/CIM の新たな利活用手法を見出すため，「見える化」と「聞こえる化」の連携に着目した． 

騒音解析の理解を向上させるため，VR 等による「聞こえる化」が取り組まれてきた 2)が，騒音が周辺に広

がる表現は 2 次元にとどまる．そこで，本研究では，非専門家の騒音解析結果の理解向上を目的とし，BIM/CIM

で用いられる 3 次元モデルと騒音解析結果の「聞こえる化」を連携させ，騒音解析結果をより直感的に捉える

簡易手法を提案する． 

 

２．提案手法 

本研究で提案する騒音解析結果の聞こえる化のイ

メージを図-2 に示す．騒音解析結果の騒音レベルを

頂点カラー（赤色系が騒音レベル dB が大きい）とし

て保持する TIN（Triangulated Irregular Network）に変

換する（図-3）ことで，地形等の 3 次元モデルと同様

に騒音レベルを 3 次元空間上に表示できる．3 次元

モデルで地形を TIN で表示し，1 地点をクリックす

るとその位置の騒音レベルに対応する音量で騒音を

再生する機能をゲームエンジンで実装した．

 

 
図-1 コンターで表した騒音解析結果のイメージ（背景

画像は OpenStreetMap3)を使用） 

 

 
図-2 提案する騒音解析結果の聞こえる化のイメージ 

 
図-3 カラーマップによる騒音レベルの保持と表現



 

 

 
図-4 開発した騒音解析結果の聞こえる化アプリケーションのプロトタイプの画面キャプチャ及び説明 

 

３．騒音解析結果の聞こえる化アプリケーションのプロトタイプの開発 

提案手法をもとに騒音解析結果の聞こえる化アプリケーションのプロトタイプをゲームエンジンで開発し

た．開発したアプリケーションの画面キャプチャ及び説明を図-4 に示す．騒音解析結果は地形 3 次元モデル

に重ねた TIN で表現した．TIN をクリックすることで，その位置の騒音レベルに対応する音量で騒音を再生す

ることができる．なお，騒音レベルを表現するカラーマップについては，急な明度変化がなくほかのカラーマ

ップと比較して色の詳細な変化が可能な Turbo4)を採用した． 

 

４．考察 

本研究ではゲームエンジンを用いて BIM/CIM で作成した 3 次元モデルと騒音解析結果との連携ができるこ

とを確認した．現地形に対する発生源からの広がりを 3 次元モデルで表し，各地点の騒音レベルをクリックす

ることで表現出来る分かりやすい機能と考える．しかし，PC のスピーカーの性能によって，騒音レベルを再

現する調整が必要である．また，騒音対策として発生源の遮音を目的とした騒音パネル等をモデル化した場合，

遮音効果を非専門家に認識してもらう手法については検討中である．今後は，騒音対策の有無を表現し，非専

門家への説明を円滑に進められる手段としていきたい．また，本研究では提案手法をもとに，アプリケーショ

ンの開発を実施した．しかし，開発段階にとどまっており実用には至っていない．そのため，今後は提案手法

を設計業務や施工現場に用いることによって，騒音解析効果の理解度向上効果の定量的な検証が求められる． 

 

５．おわりに 

本研究では非専門家が騒音レベルを理解しやすくするため，BIM/CIM を用いた騒音解析結果の簡易的な聞

こえる化手法を提案した．また，提案手法をもとに，騒音解析結果の聞こえる化アプリケーションのプロトタ

イプを開発し，BIM/CIM と騒音解析結果との連携ができることを確認した．今後の課題としては，騒音対策

の 3 次元モデルを用いた騒音レベルの把握や実業務への適用による提案手法の定量評価挙げられる． 
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